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地域医療計画及び地域医療構想について 
（基準病床数関連） 

 

１ 第８次宮城県地域医療計画の中間案の状況 

  令和５年１１月２８日に開催された第３回宮城県医療審議会医療計画部会において、基準病床

数を含む中間案を提示。基準病床数に関する要点は以下のとおり。 

 

（１）基準病床数及び既存病床数 

                       （単位：床） 

病床の種別 圏域 

基準病床数 

〔第７次医療計画〕 

（参考） 

基準病床数 

〔第８次医療計画〕 

令和６年４月～ 

既存病床数 

令和５年９月３０日 

現在 

療養病床 

及び 

一般病床 

仙南医療圏 １，４５３ １，２２０ １，２０３ 

仙台医療圏 １２，０５９ １２，６４７ １１，８９２ 

大崎・栗原医療圏 ２，７０３ ２，４０１ ２，３９３ 

石巻・登米・気仙沼医療圏 ２，９８８ ２，６９２ ２，４３３ 

小 計 １９，２０３ １８，９６０ １７，９２１ 

精神病床 県全域 ５，０２１ ４，６１８ ６，１２４ 

感染症病床 県全域 ２９ ２４ ２９ 

結核病床 県全域 ５４ ２８ ２８ 

合 計 ２４，３０７ ２３，６３０ ２４，１０２ 

 

（２）主な意見要旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 地域医療構想を踏まえた今後の対応 

  仙台医療圏では、引き続き非過剰地域になることが見込まれているが、県に対して増床に係る

「事前協議」があった際は、本会議において、地域の実情を反映させながら、地域医療構想の実

現に資するものであるかを慎重に協議していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 

■地域医療構想との整合で求められるのは慢性期と回復期なので、すぐに急性期を増やす

のではなく、まずは足りないところからしっかり増やしていく対応が必要。また、現在の

急性期の稼働率は 70％前後なので、まずは今使われていない病床を使っていくという形

で対応すべき。（東北大学病院 藤森教授） 

 

■仙台医療圏が非過剰地域になるが実態にそぐわないのではないか。また、既存病床の稼働

率から見ても即座に病床不足を意味するものではないので、最終的に地域医療構想調整

会議において十分に議論して決めていくべき。（県医師会 橋本副会長） 

【事前協議とは】 

既存病床数が基準病床数を下回る医療圏において開設や増床等の許可申請があった場合、医療法

上の要件が具備された申請に対しては許可を行わなければならないが、本県では、年に一度「事前

協議」の受付期間（７月）を設け、開設や増床を計画するものはこの時期に協議を行うこととして

いる。 
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（１）仙台区域における病床機能報告基準日病床数と２０２５年必要病床数の比較 

（単位：床） 

病床機能区分 
R4病床機能報告結果 

（R4.7.1）…① 

2025 年必要病床数 

…② 

比較 

①－② 

高度急性期 １，９５１ １，７９８ １５３ 

急性期 ７，４０４ ４，９９９ ２，４０５ 

回復期 １，５２６ ３，８９９ ▲２，３７３ 

慢性期 ２，０３５ ２，５０５ ▲４７０ 

 

（２）不足する医療機能への転換等の促進 

   都道府県知事には、医療計画の達成や地域医療構想の実現に必要な場合、以下の権限を行使

することが認められていることから、新たな開設や増床に係る「事前協議」に過剰な医療機能

が含まれている場合等は、地域医療構想調整会議等での御意見を踏まえながら対応していく。 

 


